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土地区画整理事業実施地区

耕地整理実施地区

凡　例

図1-11 土地の基盤整備状況図

図1-12 市街地更新状況図
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②不燃化の動向

平成8 年の土地利用現況調査では、豊島区

内における建物の耐火率（建築面積比）は

62.6 ％となっています。土地区画整理事業が

済んでいる地区や幹線道路沿道など、都市基盤

のしっかりした地区では耐火建物が増え不燃化

がすすみましたが、道路基盤が未整備な地区や

老朽木造住宅が密集している地区では、火災の

危険など防災上の問題を抱えています。

（8） まちづくりのとりくみ状況

豊島区では、昭和58 年以来、区内で最も

木造家屋が密集した東池袋4 ・5 丁目を皮切

りに、自主的なまちづくりの機運のある地区

や市街地整備事業の推進などの課題を有する

地区を「特定地区」に指定して区民が主体と

なった「まちづくり協議会」を設置し、まち

の問題点などにつき話し合うなどのまちづく

りをすすめてきました。特定地区は平成12
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東京都指定の重点地区（防災都市づくり推進計画より）
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南長崎２・３丁目地区
（25.3ha）

図1-13 特定地区一覧図（平成12 年3 月現在）


